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稲作体験
羽村の郷土について学ぶ「羽村学（郷土学習）」として、市内の小学校では、
田植え・稲刈りなどの稲作体験を青少年対策地区委員会と一緒に実施してい
ます。（写真は、６月７日（日）に行われた田植え）
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特別支援教育等に関するご相談・お問合せは…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○教育支援課特別支援教育係　内線373

シリーズシリーズ

特別支援教育特別支援教育⑮⑮ 特別支援教育の充実に向けて
羽村市では、全ての学校でユニバーサルデザインを取り入れた環境整備や
授業づくりを進めています。各学校の取組を順次紹介します。

栄小学校
～～ 活動の見通し～～

１　日直にはどんな仕事があるのか、見通しをもちます。
２　仕事が一つ終わるごとに札を裏返しにします。
３　一日の仕事が全部終わると「ありがとう」の言葉が現れます。

　休み時間が始まる時刻
と終わる時刻を時計の針
で示しています。

　活動の全体像を視覚化して示すことで、今、どこまで進んでいる
かを確かめながら、児童が見通しをもって自主的に活動をすること
ができます。学校生活の他の場面でも応用していきたいと思います。

　今日の給食のところを囲んで、
献立が分かるようにしています。

Before

After

松林小学校

一日のスケジュールを掲示

分かりやすい話型の掲示

　松林小学校では、見通しを
もって学校生活が送れるよう、
スケジュールの掲示を大切にし
ています。終わった活動のカー
ドは、児童自身にはがさせるな
どして、活動の終わりを明確に
しています。

　授業の１時間ずつにも見通し
をもてるように、達成感がもて
るような工夫をしためあての提
示や、活動の流れを提示するな
どの工夫を実施しています。

　言語環境を整え、
全ての児童にとって
望ましく分かりやす
い話型を掲示するこ
とで、言語のコミュ
ニケーション能力の
向上を目指していま
す。

子ども発掘調査体験 参加者
募 集

子ども発掘体験の参加者を募集します。
遺跡を発掘して、夏休みの思い出をつくりませんか？

○対　象　羽村市在住の小学校 4年生～高校生で発掘作業体験・整理作業等体験のうち、4日間以上参加
できる方

○定　員　先着 15名　　○参加費　無料

◆事前学習会
日　　時	 7 月 26日（日）午前 10時～ 11時 30分
会　　場	 青梅市大門市民センター（青梅市大門２丁目２８８）

◆発掘作業体験  
　約 1700 年前の生活の跡（竪穴住居跡）を発掘します。
日　　時	 7 月 28日（火）、7月 29日（水）、7月 30日（木）、7月 31日（金）、8月 1日（土）
	 ①午前の部：午前 10時～正午　②午後の部：午後 1時～ 3時
	 ※申込み時に①午前の部か②午後の部のどちらかをお選びください。両方への参加も可能です。
会　　場	 青梅市野上町霞台遺跡（青梅市野上町 2丁目、大門市民センター西側）

◆整理作業＆“土器”・“まが玉”づくり体験
　出土などした土器を洗ってもようを紙にうつし取る体験のほか、まが玉づくりや粘土で土器をつ
くる体験を行います。
日　　時	 ８月４日（火）：土器づくり体験
	 　　５日（水）：まが玉づくり体験
	 　　６日（木）：土器洗い体験、拓本づくり体験　　　　午前 10時～正午
会　　場	 羽村市郷土博物館（羽村市羽 741）
	 ※発掘作業体験・整理作業等体験ともに現地集合、現地解散となります。
○その他	 体験中の安全対策や、持ち物・服装などは 7月 26 日（日）

の事前学習会でご説明いたしますので、中学生以下の保護
者の方は必ずご参加ください。（高校生の方は本人がご参加
ください）

○申込み	 7月3日（金）～7月19日（日）	 	
午前 9時～午後 5時までに、羽村市郷土博物館へ電話（558-
2561）にてお申込みください。 参考画像（平成 26 年度実施の様子）

　学校給食の食材費は、保護者のみなさんに負担していただくことになっていま
す。給食費が未納になると、食材の購入にも影響がありますのでお忘れないよ
うお願いします。
　給食費は、口座振替で徴収していますが、残高不足などにより未納となってし
まう場合も見受けられますのでお気を付けください。
　なお、未納の場合は学校から連絡がありますので、速やかにお支払いただきま
すようお願いします。

学校教育課　内線３５６

学校給食費の納入はお忘れなく
小中学校に通学している児童・生徒の保護者の皆様へ大切なお知らせ！！
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紹介します！小中一貫教育の取組み

算数・数学の学力向上を重点に取組みます
つなごう∞育てよう∞いっしょに

　下のグラフは、都学力調査の算数・数学で正答した問題数を横軸に、その人数の割合
を縦軸にしたグラフです。（グラフの右側は全問正解した人数となります。）
　このグラフ分布がさらに右側へ移行するよう基礎・基本の定着に努めます。また、正
答数の少ない子どもたちには、教科書の練習問題やドリルなどで繰り返し問題を解いた
り、分からなくなっている下学年の学習内容に立ち戻ったりしながら学習を確実に積み
なおしていけるよう指導していきます。

学力のステップアップに取組んでいきます
　算数・数学における子どもたちの基礎学力の向上を図るため、各学校で一人ひと
りの学力の定着状況をしっかりと把握し、子どもたちが意欲をもち、充実した学び
となるよう支援していきます。

主な取組内容
○よりよい授業づくりを支援します。
　（算数・数学授業力向上アドバイザーを各小中学校へ派遣）
○授業や放課後補習教室などを支援します。
　（算数・数学学習サポーターを各小中学校へ配置）
○算数・数学の学力向上に関する研修会（保護者・教員対象）を行います。

※都学力調査：	小学 5年生、中学２年生を対象に毎年７月に実施している「東京都児童・
生徒の学力向上を図るための調査」

 

 
 

 

  

算数・数学を中心にがんばろう！
一人ひとりの子どもたちの成長に注目した

指導をしていきます！
　都学力調査結果をもとに羽村市の児童・生徒の学習の状況について紹介します。

　グラフ１は、平成２３年度と平成２６年度の中学校２年生を比較しています。東京都
の平均正答率を０％の基準とすると、すべての教科で、学力の向上傾向が見られます。
　めやすとしている東京都の平均正答率について数学以外はすべて上回っています。

　グラフ２は、平成２３年度に５年生だった児童が、平成２６年度に中学校２年生になっ
た時の比較です。東京都の平均正答率を０％の基準とすると小学校時代に都の平均正答
率を下回っていた子どもたちは、中学校２年生までの学習の中で都の平均を上回る力を
つけてきています。

学びの成果
がんばっている羽村の子どもたち！

「都学力調査」における
東京都平均正答率との差

平成２３年度と
平成２６年度の比較
（中学校２年生）

「都学力調査」における
東京都平均正答率との差
平成２３年度の小５が

平成２６年度に
中２になった時には？

グラフ１

グラフ２
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教
育
委
員
会
制
度
が
、

平
成
二
七
年
度
か
ら
一

部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
教
育

委
員
会
に
お
け
る
責
任

の
所
在
の
不
明
確
さ
や

教
育
行
政
へ
の
さ
ら
な
る
民
意
反
映
等
の
課
題
か

ら
、「
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
、
安
定

性
を
確
保
し
つ
つ
、
地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責

任
の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、

市
長
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
に

対
す
る
国
の
関
与
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
」
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、「
総
合
教
育
会
議
の
設

置
」、「
教
育
に
関
す
る
『
大
綱
』
を
首
長
が
策
定
」、

「
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
『
教
育

長
』
の
設
置
」「
教
育
長
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

強
化
と
会
議
の
透
明
化
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

羽
村
市
で
は
、次
に
任
命
さ
れ
る
教
育
長
か
ら
、

一
本
化
し
た
教
育
長
と
な
り
ま
す
が
、
総
合
教
育

会
議
の
開
催
な
ど
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
一

体
と
な
り
、
羽
村
の
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
改
正
が
、
羽
村
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
様

に
、
教
育
委
員
一
同
そ
の
職
務
を
全
う
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。教

育
委
員
会
委
員
長　

島
田 

哲
一
郎

教
育
随
想

高等学校や大学等の入学金や授業料などに係る各種奨学金制度をご紹介します。

制　　　度
対　象 貸付（助成）

金額 申込期間 問　合　先
大 専 高

東京都育英資金 ○ ○ 18,000 円～
（貸付月額） 随 時 （公財）東京都私学財団

03-5206-7929

高等学校等就学支援金 ○ 118,800 円～
（年額支給） 入学先の学校が指

定する日までに学
校を通じて申し込
んでください。

【都立】東京都教育庁都立学校教育
部高等学校教育課　03-5320-6744

【私立】東京都私学就学支援金セン
ター　03-5206-7814

私立高等学校等授業料軽減
助成金 ○ 88,000 円～

（年額助成）
東京都私学就学支援金センター
03-5206-7925

私立高等学校等入学支度金
貸付制度 ○ 200,000 円

（入学時貸付）
（公財）東京都私学財団
03-5206-7926

東京都母子（父子）福祉資金
（修学資金） ○ ○ ○ 18,000 円～

（貸付月額） 随 時 羽村市子ども家庭部子育て支援課
042-555-1111 内線 239

東京都 受験生チャレンジ支援
貸付事業 ○ ○ 200,000 円

（貸付限度額） 随 時 （社）羽村市社会福祉協議会
042-554-0304

生活福祉資金教育支援資金
教育支援費（授業料等） ○ ○ ○ ～ 65,000 円

（貸付月額） 随 時 （社）羽村市社会福祉協議会
042-554-0304

生活福祉資金教育支援資金
就学支度費（入学金） ○ ○ ○ 500,000 円

（貸付限度額） 随 時 （社）羽村市社会福祉協議会
042-554-0304

日本学生支援機構奨学金
（旧日本育英会） ○ ○ 30,000 円～

（貸付月額） 随 時 日本学生支援機構（奨学事業部）
0570-03-7240

国の教育ローン ○ ○ ○ 3,000,000 円
（貸付限度額） 随 時 日本政策金融公庫（教育ローンコー

ルセンター）0570-008656

交通遺児育英会奨学金 ○ ○ ○ 20,000 円～
（貸付月額）

直接問い合わせて
ください。

（公財）交通遺児育英会
0120-52-1286 または 03-3556-0773

あしなが奨学金 ○ ○ ○ 25,000 円～
（貸付月額）

あしなが育英会
0120-77-8565 または 03-3221-0888

交通遺児助成金 ○ ○ ○ 60,000 円
（年額助成）

（公財）出光文化福祉財団
03-5428-6203

※手続きなど詳しい内容については、各問合先にご相談ください。

各種奨学金制度のご案内 夏の図書館を利用しよう
□夏期早朝開館を行います。ご利用ください。
　8月 1日（土）～ 30 日（日）
　図書館本館　午前 9時 30 分～午後 8時　　　小作台図書室　午前 10時～午後 5時

□小学生だけでの利用は、午後 5時までです。
午後 5 時以降は、保護者の付き添いが必要です。事故防止の為、お子さんと一緒に行動をしてく
ださい。（小学生と見受けられるお子様には、職員が声をかけさせていただきます。）

□夏休みの宿題は、お早めに！
毎年夏休みが終わる頃に、宿題の課題に使う資料を探しに来る方が多くいます。欲しい資料は貸
出中で、図書館にないことがあります。「今年こそ！」宿題が間に合うよう、早めに図書館をご利
用ください。

みんなの図書館です～マナー向上にご協力ください～
□本は水分が苦手です。　……こんな事例があります。

本は、ビニール袋などに包んでバッグの中へ入れることをお勧めします。

□館内のマナー
・	図書館では、物を食べることはできません。飲み物は、3 階のテラスや休憩コーナーを利用してください。
・	大きな声での会話はご遠慮ください。特に階段での会話や靴音は、館内に響きます。また、3 階の閲覧

席での会話は、小さい声でも長い間話していると読書等に集中できないなどの迷惑がかかります。
・	携帯電話での通話や写真撮影はできません。通話は館外でお願いします。
・	学習コーナーに、荷物を置いたまま離席する場合、離席の時間は 30 分程度にしてください。離席する時は、

必ず貴重品をご持参ください。（紛失や盗難等があった場合、図書館では責任を負いかねます。）
・	学習席は、多くの方が使えるよう一人一席を利用してください。荷物を広げ過ぎると、隣席の方が使いづ

らくなります。また、次に利用希望の方が待っていることもあります。

□図書館前は公共の歩道です。　……こんな迷惑行為がありました。

図書館の駐輪場は、図書館建物に向かって左側の職員通用口手前にもありますので、
ご利用ください。（直射日光や雨を防げます）

急な雨やペットボトルの水滴などで本が濡
れ、紙が変形したり、よれてしまいました。

・	自転車が歩道に飛び出して止められていました。
・	犬の散歩途中で図書館に寄り、ガードレールに犬をつないで待たせていたので、大きな

声で吠えていました。
・	障害者用駐車場の前に自転車が止められていました。

コーヒーやジュースなどをこぼして変形
した上、色がついてしまいました。
著しく汚れたり、変形した状態となってし
まいました。
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特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協
働して、市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

羽
村
市
文
化
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０
―
５
５
１
０
―
０
１
９
１

　

5
月
23
日（
土
）
文
化
協
会
10
周
年
記
念
式
典
・

定
期
総
会
、
記
念
祝
賀
会
が
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ゆ
と
ろ
ぎ
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
羽
村
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

の
演
奏
で
始
ま
り
、
市
長
、
市
議
会
議
長
、
教
育

委
員
長
職
務
代
理
者
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
、

加
盟
団
体
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
に
著
し
く
貢
献
し
た
４
団
体
、
２
個

人
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
模
範
と

な
る
１
団
体
に
感
謝
状
、
表
彰
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
は
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
、

会
計
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
平
成
27
年
度
の
新

役
員
・
事
業
計
画
、
予
算
が
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

新
役
員
（
三
役
）

　

会　

長　

市
野　

明

　

副
会
長　

鶴
我
佳
子
、
田
村　

好
、
鶴
岡
協
子
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特定非営利活動法人　羽村市体育協会　TEL ５５５-１６９８

平成 27 年度通常総会を開催しました
5 月 16 日 ( 土 ) 生涯学習センターゆとろぎで平成 27 年度通常総会を開催しました。
平成 26 年度事業報告、決算報告、平成 27 年度事業計画、予算が承認されました。

INFORMATION
生涯学習センター
ゆとろぎ

Tel 570-0707 羽村東小学校 Tel 554-5663 武蔵野小学校 Tel 555-6904

図書館 Tel 554-2280 羽村西小学校 Tel 554-2034 羽村第一中学校 Tel 554-2012

郷土博物館 Tel 558-2561 富士見小学校 Tel 554-6449 羽村第二中学校 Tel 554-2041

スポーツセンター Tel 555-0033 栄小学校 Tel 554-2024 羽村第三中学校 Tel 555-5131

スイミングセンター Tel 579-3210 松林小学校 Tel 554-7800 教育相談室 Tel 554-1223

弓道場 Tel 555-9255 小作台小学校 Tel 554-1431
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

Tel 554-1331

役　員
会 　 長　田村　義明
副 会 長　本田　文栄　天野　春夫
専 務 理 事　岸浪　一正
常 務 理 事　宮林　眞人
総 務 部 長　宮下ミネ子
事 業 部 長　中根　　透
指導広報部長　中溝　正治

事業推進目標
１　加盟団体の組織の育成 ･ 強化
２　未組織スポーツ団体の育成
３　市民皆スポーツの推進
４　スポーツによる青少年健全育成
５　スポーツ指導員体制の充実
６　賛助会員の充実と財源の確保


